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コーポレートデータ コーポレートデータ

パフォーマンスハイライト

財務指標 非財務指標

*1.  ROIC：親会社株主に帰属する当期純利益÷{有利子負債（期首期末平均）＋自己資本（期首期末平均）}
*2.  ROE：親会社株主に帰属する当期純利益÷自己資本（期首期末平均）
*3.  2016年10月1日付で普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施しました。1株当たり配当金は、2015年3月期初に株式併合が行われたと仮定して調整した金額です。
*4.  2017年3月期の年間配当金36円（うち中間配当金6円）は、株式併合後に換算すると、中間配当金30円、期末配当金30円を合わせた1株当たり60円に相当します。そのため総還元性向は配当金を60円として計算しています。
*5.  2019年12月期には150億円分の自己株式取得と、690万株の自己株式の消却を実施しました。
*6.   自己資本：純資産－（新株予約権＋非支配株主持分）
*7.   荏原製作所、荏原環境プラント、荏原エリオットの合算値です。
*8.   当社及び国内グループ会社（連結）における、スコープ1とスコープ2の合算値です。目標基準年を2001年3月期とし、排出係数は2000年時点の地球温暖化対策推進法施行令における0.357kg/kWhを適用しています。

株式会社荏原製作所及び連結子会社（2015年3月期～2019年12月期）
決算期の変更に伴い、2017年12月期は9か月間の変則決算となります。

パフォーマンスハイライト

2019年12月期のROICは6.5%、ROEは8.3%となり、E-Plan2019の目標
に対しては未達となりましたが、改善が見られました。E-Plan2022では
ROIC8.0%以上を、D/Eレシオ0.3～0.5倍、ROE11.0%以上のバランスで
達成させる方針です。

E-Plan2019期間中は、風水力事業では標準ポンプの自動化工場建設、
精密・電子事業ではドライ真空ポンプの自動化工場建設、コンポーネント
製品群の実験開発棟建設など積極的な成長投資を行いました。

2019年12月期末の自己資本比率は47.7%となり、安定的に推移してい
ます。

標準ポンプの省エネルギーKPIモニタリング対象製品において、当社試算
で運転時の消費電力量を28,590MWh削減したことになります。CO2に換
算すると、約14,600トンの削減となり、これは自動車3,000台の1年間分の
CO2排出量に相当します。ポンプの消費電力を削減すると、それを使用す
る工場やビル全体としてのCO2排出量を削減することができます。

荏原グループは、ダイバーシティがイノベーションの鍵になると考えていま
す。多様な背景を持つ人材を採用することは事業活動のパフォーマンス向
上につながります。2019年12月期は、新卒採用者111名のうち女性16名
（14%）、外国籍13名（12%）を採用しました。それぞれKPIの達成基準を
上回っています。

特許保有件数は毎年増加しています。各事業の展開に必要な権利化をグ
ローバルに行っており、年々海外比率が高くなっています。2019年12月期
の海外比率は約60%でした。

2016年3月期から、腐敗防止プログラム強化の一環として海外グループ 
会社が利用できるコンプライアンスホットラインの設置を推進し、2019年
12月期までに海外17社への適用が完了しました。世界で働く荏原グルー
プの従業員が皆コンプライアンスを順守することが、事業活動の前提となっ
ています。

2019年12月期は売上高営業利益率6.8%となり、環境プラント事業が目
標をほぼ達成したものの、風水力事業や精密・電子事業で市場環境の影
響を大きく受けたことで、E-Plan2019の目標を下回りました。E-Plan2022
では、2022年12月期に売上高営業利益率8.5%以上を目標としています。

E-Plan2019期間中は、株主還元として安定的な配当に加え、当社初とな
る自己株式取得を2018年12月期に50億円、2019年12月期に150億円規
模で行い、連結総還元性向の目標を大きく上回りました。E-Plan2022で
は、連結配当性向35%以上を目標とします。なお、連結自己資本配当率
（DOE）2.0%以上を下限とします。

2019年12月期末のD/Eレシオは0.29倍となり、E-Plan2019期間の計画で
ある0.4～0.6倍を下回る水準となりました。E-Plan2022期間では、0.3～
0.5倍の水準を計画しています。

2030年に向けた重要課題として「ごみ処理由来などの再生可能エネル
ギーの電力有効活用」を決め、発電の高効率化及び地産地消の推進を積
極的に行い、CO2排出量削減に貢献していきます。主に、地域のごみ処理
施設で発電した電力を地域に還元することで、2019年12月期においては
約24万世帯分に相当する電力を生み出しました。

「荏原グループ環境目標（2020年度）」の一つがCO2排出量の継続的な削
減です。2019年12月期には、国内グループの事業活動から発生するCO2

の排出量を2018年比4.0%削減しました。事業活動を拡大しながら、環境
負荷を最小限に留めるように努めていきます。
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事業を通じた環境への貢献



2018年12月期から開始したCSR調達
アンケートにより、取引先による荏原グ
ループCSR調達ガイドラインの認知度を
高めることができました。引き続き、対象
を拡大し、グローバルに展開していく予定
です。

S&S売上高、拠点数をKPIとして設定し
ました。各事業部門が努力し、目標をほ
ぼ達成しました。社会・産業インフラの
安定稼働により、強靭なインフラ構築に
寄与しています。

2030年までに達成を目指す環境目標設
定に向け、環境パフォーマンスデータ収
集対象範囲をグループグローバルに拡大
しました。そのもとで、グループグローバル
で初めて目標を立てます。

製品使用時の省エネルギー化による気
候変動対応、製品重量削減による省資
源化について目標とKPIを設定しました。
目標をほぼ達成することができましたが、
一部の対象製品販売実績が落ちたた
め、2019年12月期風水力事業の達成度
は前期に比べて下がりました。

コンプライアンス徹底のための基盤を着
実に整備・運用しています。

ダイバーシティ推進、労働時間の削減、
休業災害の削減、人材育成投資は
2018年12月期より着実に進んでいます。

主なKPIとE-Plan2019最終年度（2019年12月期）の達成状況達成度成果対応方針とSDGs／取り組む重要課題

コーポレートデータコーポレートデータ

ESG重要課題、対応方針のKPIと成果ESG重要課題、対応方針のKPIと成果
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風水力事業  P.35 環境プラント事業  P.39 精密・電子事業  P.42

•   標準ポンプの対象製品の消費電力量削減  
目標達成度：65%（販売実績ベース）

•    カスタムポンプの対象製品の消費電力量削減  
目標達成度：36%（販売実績ベース）

•   ごみ焼却施設（運転管理を受託している発電施
設付きの施設）のごみ発電量  
目標達成度：100%

•   ドライ真空ポンプとCMP装置の消費電力削減、  
エネルギー・資源の使用を最小化する  
目標達成度：56%

エネルギー・資源の使用を最小化する
製品・サービスを提供します
取り組む重要課題  
水・空気・環境分野でのイノベーション／社会インフラの整備／ 
地球環境への配慮

•   グローバル連結データ収集対象カバー率：96%
•   温室効果ガス排出量：前期比4.0%削減
•   産業廃棄物のマテリアルリサイクル率：97.9% 

長期ビジョン「E-Vision2030」の環境関連目標についての詳細はP.53–54をご参照ください。

当社の事業活動において使用する 
エネルギー・資源量を最小化します
取り組む重要課題  
地球環境への配慮

国内グループ環境目標（2020年度）
はおおむね達成しました。

参照 環境目標・環境データ

https://www.ebara.co.jp/about/csr/
environment/targets_data/index.html

•   CSR調達アンケート回収率：99%
•   荏原CSR調達ガイドラインの認知度：99% 

 P.55–56

参照 調達方針・荏原CSR調達ガイドライン詳細
https://www.ebara.co.jp/about/csr/social/commitment/index.html#anc1196964

•   ダイバーシティに関する目標の達成度：99%
•   労働時間に関する目標の達成度：99%
•   労働安全に関する目標の達成度：57%
•   人材育成に関する目標の達成度：100% 

 P.47

サプライチェーンに対しての社会的責任を果たしつつ、
顧客に対し製品のライフサイクル全体で 
責任ある対応を行っていきます

取り組む重要課題  
確かな品質・顧客への責任ある対応／ 
サプライチェーンに対しての責任ある対応

従業員のダイバーシティを高めるとともに、 
従業員の能力を最大限に発揮できる環境整備を進め、 
必要な能力開発機会を提供していきます

取り組む重要課題  
人材の確保・育成と価値最大化

風水力事業  P.35 環境プラント事業  P.39 精密・電子事業  P.42

•   S&S売上高目標達成度：98%
•   標準ポンプのオンコール処理時間*1の  
目標達成度：100%

•   カスタムポンプと冷凍機のS&S拠点設置国数  
目標達成度：100%

•   受託施設数の目標達成度：80% •   S&S売上高目標達成度：53%
•   OH*2台数に関する目標達成度：80%
•    OH*2納期（全社平均）に関する  
目標達成度：81%

*1.  問い合わせ通話終了後に、依頼内容を文書化して対応部門に伝えるまでの処理時間 *2. OH：Overhaulの略。分解を伴う点検・修理のこと

S&S事業を拡充し、製品の寿命の最大化と 
故障による製品の停止時間を最小化します

取り組む重要課題  
水・空気・環境分野でのイノベーション／社会インフラの整備／ 
地球環境への配慮

•   社外取締役数：10名中7名（2020年4月現在）
•   CSR研修受講率：93%*3

•   コンプライアンス研修実施会社数：対象会社36社全てに実施 
 P.57–78

*3.  対応方針5のKPIとして目標を設定しているのは、「CSR研修受講率」のみです。ガバナンスに関しては目標を設定せず、実績値を開示しています。 

取締役会を頂点とするガバナンス体制の継続的な 
改善を図るとともに、コンプライアンスの徹底と 
リスクマネジメントの高度化を図っていきます

取り組む重要課題  
ガバナンスの継続的な改善／リスクマネジメント

対応方針 1

対応方針 2

対応方針 3

対応方針 4

対応方針 5

対応方針 6
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コーポレートデータ コーポレートデータ

単位：百万円 単位：千米ドル*1

2010/3 2011/3 2012/3 2013/3 2014/3 2015/3 2016/3 2017/3 2017/12*2 2018/12 2019/12 2019/12

経営成績：
　受注高 ¥426,622 ¥430,992 ¥394,921 ¥428,540 ¥512,276 ¥487,553 ¥491,280 ¥ 477,956 ¥ 413,569 ¥ 575,576 ¥ 552,225 $5,040,389 
　売上高 485,889 401,675 412,076 426,302 448,657 482,699 486,235 476,104 381,993 509,175 522,424 4,768,383
　営業利益 18,953 31,541 23,266 25,084 32,194 34,567 38,011 29,995 18,115 32,482 35,298 322,180 
　経常利益 16,749 28,750 21,086 25,663 31,311 36,258 36,471 28,464 16,529 31,281 35,571 324,671 
　親会社株主に帰属する当期純利益 5,441 28,191 2,889 15,303 18,973 23,580 17,254 20,587 9,531 18,262 23,349 213,116 
　減価償却費 15,274 13,523 12,764 12,355 12,117 13,038 11,610 13,739 11,923 15,266 15,132 138,116 
　資本的支出 19,484 8,189 12,316 12,302 18,152 15,846 15,729 22,675 12,386 19,364 34,364 313,700 
　研究開発費 4,977 4,066 3,827 5,025 6,465 6,754 7,632 8,758 7,218 10,698 11,530 105,239
財政状態：*3

　総資産*4 ¥522,540 ¥507,898 ¥488,964 ¥504,576 ¥530,211 ¥570,392 ¥579,860 ¥ 588,457 ¥ 612,919 ¥ 591,582 ¥ 595,239 $5,432,996 
　純資産 132,665 154,939 154,653 191,788 215,048 247,553 250,444 277,509 284,788 286,778 291,827 2,663,627 
　自己資本*5 129,805 151,950 151,060 186,885 208,037 239,058 241,016 271,356 277,955 279,640 283,651 2,589,001 
　有利子負債 177,859 160,412 143,617 138,914 119,672 121,500 120,126 96,531 114,592 79,137 80,986 739,193 
　利益剰余金 12,567 40,759 41,750 53,886 70,629 91,815 102,446 117,883 121,321 135,715 141,675 1,293,127 
キャッシュ・フロー：
　営業活動によるキャッシュ・フロー ¥ 23,581 ¥ 26,604 ¥ 12,588 ¥ 34,014 ¥ 26,615 ¥ 11,296 ¥ 21,528 ¥  33,816 ¥  44,157 ¥  34,610 ¥  26,720 $  243,885 
　投資活動によるキャッシュ・フロー (17,127) 10,996 (8,837) (33,130) 3,540 (15,894) (14,344) (18,563) (7,906) (15,927) (24,077) (219,761)
　財務活動によるキャッシュ・フロー (5,436) (14,096) (19,997) 3,265 (25,336) (7,044) (9,655) (15,102) 11,296 (46,412) (20,188) (184,264)
　フリー・キャッシュ・フロー 6,454 37,601 3,750 883 30,155 (4,597) 7,184 15,252 36,250 18,682 2,643 24,124 
　現金及び現金同等物残高（期末） 81,711 104,002 87,294 93,792 102,341 95,604 91,185 90,683 139,102 110,556 93,351 852,054
株式情報：*6

　発行済株式総数（千株） 422,725 459,245 422,899 465,118 465,187 465,644 466,044 101,736 101,783 101,957 95,129
　配当金（円及び米ドル） — 5.00 5.00 5.00 7.50 12.00 12.00 36.00 45.00 60.00 60.00 0.548 
　総還元性向（%）*7 — 7.5 73.0 13.9 18.4 23.6 32.3 28.1 48.0 60.5 88.8
　EPS（1株当たり当期純利益）（円及び米ドル）*8 ¥  12.89 ¥  66.78 ¥   6.85 ¥  35.93 ¥  40.86 ¥  50.77 ¥  37.12 ¥  213.71 ¥   93.84 ¥  179.94 ¥  241.79 $    2.207 
　BPS（1株当たり純資産）（円及び米ドル）*8 307.46 360.01 357.79 402.41 448.05 514.38 518.16 2,672.19 2,735.94 2,795.72 2,981.91  27.217
経営指標：
　ROIC（%）*9 1.8 9.1 1.0 4.9 5.8 6.9 4.8 5.6 2.5 4.9 6.5
　ROE（%）*10 4.3 20.0 1.9 9.1 9.6 10.5 7.2 8.0 3.5 6.6 8.3
　D/Eレシオ（倍） 1.37 1.06 0.95 0.74 0.58 0.51 0.50 0.36 0.41 0.28 0.29
　売上高営業利益率（%） 3.9 7.9 5.6 5.9 7.2 7.2 7.8 6.3 4.7 6.4 6.8
　自己資本比率（%） 24.8 29.9 30.9 37.0 39.2 41.9 41.6 46.1 45.3 47.3 47.7
　海外売上高比率（%） 39.3 44.1 44.0 50.6 52.8 53.6 52.2 52.7 60.1 55.0 55.3
主要な非財務指標：
　従業員数（人） 13,800 14,007 14,695 15,170 15,168 16,030 16,270 16,317 16,219 16,556 17,080
　　うち海外従業員数 5,894 6,081 6,816 7,264 7,336 8,165 8,438 8,319 8,343 8,678 9,148
　　うち海外従業員比率（%） 43 43 46 48 48 51 52 51 51 52 54
　CO2排出量（千 t）*11、*12 41.3 41.5 40.7 38.6 37.4 39.0 38.3 39.3 38.4 38.9 37.4
　マテリアルリサイクル率（%）*11 95.8 96.7 98.6 98.6 92.6 98.7 97.2 98.8 97.8 96.7 97.9
　　最終埋立処分率（%） 3.6 2.6 1.2 1.2 7.0 1.1 2.3 0.9 1.6 2.4 1.6
　水使用量（千m3）*11 642 576 574 608 628 555 631 623 462 524 518

 *1.  米ドルの数値は、2019年12月30日の為替レート1米ドル109.56円で換算したものを便宜上記載しています。
 *2.  2017年6月23日開催の第152期定時株主総会決議により、決算期を3月31日から12月31日に変更しました。従って、2017年12月期は2017年4月1日から2017年12月31日の9か月間と

なっています。2017年12月期においては、当社及び3月決算であった連結子会社は4月1日から12月31日までの9か月間、12月決算である連結子会社は1月1日から12月31日までの12か月
間をそれぞれ連結対象期間としています。

 *3.「 『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号2018年2月16日）等を2019年12月期の期首から適用しており、2018年12月期に係る数値については、当該会計基準
等を遡って適用した後の数値となっています。 

 *4.  2017年3月期において、2016年3月期に行われた企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2016年3月期の総資産について暫定的な会計処理の確定の内容を反映させて
います。

 *5.  自己資本：純資産–（新株予約権＋非支配株主持分）

11か年データ
株式会社荏原製作所及び連結子会社（2010年3月期～2019年12月期）
決算期の変更に伴い、2017年12月期は9か月間の変則決算です。

 *6.  2016年10月1日付で当社普通株式5株につき1株の割合で株式併合を実施しました。
 *7.  2017年3月期の年間配当金36円（うち中間配当金6円）は、株式併合後に換算すると、中間配当金30円、期末配当金30円を合わせた1株当たり60円に相当します。そのため総還元性向は

配当金を60円として計算しています。
 *8.  1株当たり当期純利益は自己株式を除く期中平均株式数に基づき、1株当たり純資産は自己株式を除く期末発行済株式数に基づき計算しています。
 *9.  ROIC：親会社株主に帰属する当期純利益÷{有利子負債（期首期末平均）＋自己資本（期首期末平均）}
*10.  ROE：親会社株主に帰属する当期純利益÷自己資本（期首期末平均）
*11.  国内グループ（連結）
*12.  排出係数は2000年固定（0.357kg/kWh）

11か年データ
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財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

　2019年12月期における事業環境は、世界経済では石油・ガス市場において一定の投資水準が継続する一方、半導体市場においては
投資の調整局面にありましたが、一部で設備投資再開の動きも見られました。日本経済では公共投資が堅調に推移し、民間設備投資で
は例年並みの状況が続いており、当社の主要市場は全体的に底堅く推移しました。

　売上高は、前期比で132億円増加して5,224億円となりました。
これは風水力事業における主要市場の一つである石油・ガス市
場向けの需要増加に伴いカスタムポンプ製品やコンプレッサ・ター
ビン事業のS&S売上が伸長したことに加え、環境プラント事業の

O&Mの売上が順調に推移したことによるものです。
　営業利益は、風水力事業及び環境プラント事業の増収に伴う
増益に加え、業務効率化、原価低減の施策を着実に進めてきた
効果により、前期比で28億円増加して352億円となりました。
　経常利益は、持分法による投資利益の増加や為替差損など営
業外費用の減少などにより、前期比で42億円増加して355億円と
なりました。
　税金等調整前当期純利益は、前期に比べて栃木工場の閉
鎖に伴う固定資産の減損損失が縮小したことや訴訟損失引当
金の減少などにより、前期比で78億円増加して351億円となり
ました。
　これらの増益要因に対して、法人税、住民税及び事業税と法人
税等調整額の合計額が前期に比べて24億円増加したほか、非支
配株主に帰属する当期純利益が3億円増加した結果、親会社株

資産
　2019年12月期末における資産総額は、前期末に比べて、現金
及び預金が165億円減少した一方、建物及び構築物が117億円、
建設仮勘定が61億円増加したことなどにより、36億円増加し、

5,952億円となりました。建物及び構築物と建設仮勘定の増加は、
主に精密・電子事業における国内の工場増設など、成長投資の
実行によるものです。
　主要セグメントごとでは、風水力事業は3,130億円（28億円
増）、環境プラント事業は524億円（102億円増）、精密・電子事
業は1,419億円（107億円増）、その他は272億円（17億円増）とな
りました。

　営業活動によるキャッシュ・フローは、風水力事業を中心に事業
が好調に推移した結果、267億円の収入超過（前期比78億円の
収入減少）となりました。
　投資活動によるキャッシュ・フローは、主に精密・電子事業にお
ける国内の工場増設など、成長投資の実行により、240億円の支
出超過（前期比81億円の支出増加）となりました。
　営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローを合わせたフ
リー・キャッシュ・フローは、26億円の収入超過（前期比160億円
の収入減少）となりました。
　財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得による支
出150億円、配当金の支払い58億円などにより、201億円の支出
超過（前期比262億円の支出減少）となりました。

主に帰属する当期純利益は前期比で50億円増加して233億円と
なりました。

負債
　2019年12月期末における負債総額は、前期末に比べて流動負
債（その他：設備未払金等）が67億円増加した一方、支払手形及
び買掛金が27億円、電子記録債務が30億円、長期借入金が23億
円減少したことなどにより、13億円減少し、3,034億円となりました。

純資産
　2019年12月期末における純資産は、自己株式150億円の取得
や配当金を58億円支払った一方で、親会社株主に帰属する当期
純利益を233億円計上したことなどにより前期末に比べて50億円
増加し、2,918億円となりました。自己資本は2,836億円で、自己資
本比率は47.7%となりました。

　以上の結果、2019年12月期末における現金及び現金同等物の
残高は、前期末から172億円減少し、933億円となりました。

事業環境

経営成績

財務状況に関する分析

キャッシュ・フローに関する分析セグメント別の概況

セグメント 2019年12月期実績 
 （　）内は前期比 概況

風水力事業

増収増益
受注高：3,316億円（＋53億円）
売上高：3,231億円（＋141億円）
営業利益：172億円（＋85億円）

ポンプ事業：増収増益
■  中国で石油・ガス市場向けの需要が旺盛であったことに加え、国内の標準ポンプ事業において業
務効率化や価格改定効果などあり
コンプレッサ・タービン事業：増収増益
■  S&Sの売上増に加え、クライオジェニックポンプ事業が好調
冷熱事業：増収増益
■  中国市場での新製品投入や国内更新需要の着実な取り込みなどが後押し

環境プラント事業

増収増益
受注高：914億円（–155億円）
売上高：695億円（＋66億円）
営業利益：74億円（＋25億円）

■  2018年12月期はDBOや長期包括契約によるO&Mなどの大型案件を複数受注したため、過去の
水準と比べても受注高が高水準。2019年12月期の受注高も引き続きDBO案件を3件受注するな
ど高水準を維持

■  2018年12月期に長期包括や延命化案件などの受注が増加したことに加え、原価低減が進捗

精密・電子事業

減収減益
受注高：1,276億円（–130億円）
売上高：1,282億円（–74億円）
営業利益：103億円（–81億円）

■  メモリメーカを中心に投資低迷の影響を受けたが、第3四半期の後半から一部の顧客で設備投
資を再開する動きが見られ、発注や前倒し納入依頼あり

■  減収に加え、CMP事業における案件ミックス、開発案件や人件費などがかさみ、収益性が低下
■  開発案件の増加や海外拠点の人員強化などあり

 風水力事業　  環境プラント事業　  精密・電子事業　  その他

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

連結キャッシュ・フロー
億円 

売上高
億円 

営業利益
億円 

資産
億円 

負債・純資産
億円 

 営業活動キャッシュ・フロー
 投資活動キャッシュ・フロー
 財務活動キャッシュ・フロー
 フリー・キャッシュ・フロー
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連結財務諸表 連結財務諸表

連結貸借対照表

単位：百万円

2016/3 2017/3 2017/12*1 2018/12*2 2019/12

資産の部

　流動資産

　　現金及び預金 89,589 90,381 138,475 110,610 94,014

　　受取手形及び売掛金 216,310 202,874 169,298 176,895 182,944

　　電子記録債権 727 4,511 6,021 6,990 9,218

　　有価証券 4,599 2,498 2,411 1,668 1,097

　　商品及び製品 13,060 12,716 15,191 18,082 18,386

　　仕掛品 47,163 56,569 60,993 65,845 70,082

　　原材料及び貯蔵品 28,740 28,041 33,353 38,731 32,633

　　繰延税金資産 12,505 11,644 10,484 8,309 —

　　その他 13,994 17,419 14,954 14,714 15,659

　　貸倒引当金 (3,233) (3,250) (3,694) (3,308) (2,107)

　　流動資産合計 423,458 423,407 447,491 438,540 421,929

　固定資産

　　有形固定資産

　　　建物及び構築物（純額） 41,781 46,431 47,005 44,269 56,022

　　　機械装置及び運搬具（純額） 26,823 28,974 28,632 28,599 27,960

　　　土地 21,265 21,153 20,904 19,810 19,607

　　　建設仮勘定 7,960 5,207 5,830 7,558 13,665

　　　その他（純額） 7,341 8,364 7,853 7,640 7,642

　　　有形固定資産合計 105,171 110,131 110,227 107,879 124,898

　　無形固定資産

　　　のれん 2,638 2,279 1,831 1,148 774

　　　ソフトウエア 5,755 8,275 7,370 6,584 6,496

　　　その他 2,806 2,679 2,879 2,937 3,072

　　　無形固定資産合計 11,200 13,234 12,080 10,670 10,343

　　投資その他の資産

　　　投資有価証券 26,662 26,202 25,226 22,301 19,666

　　　長期貸付金 802 263 262 153 144

　　　退職給付に係る資産 31 118 3,202 3,038 5,017

　　　繰延税金資産 5,921 2,660 1,742 4,572 9,475

　　　その他 11,411 17,237 17,088 9,623 9,205

　　　貸倒引当金 (4,800) (4,799) (4,403) (5,187) (5,442)

　　　投資その他の資産合計 40,029 41,683 43,120 34,503 38,067
　　固定資産合計 156,401 165,049 165,428 153,052 173,309
　資産合計 579,860 588,457 612,919 591,592 595,239

*1. 2017年12月期は決算期の変更に伴う9か月間の変則決算です。
*2.「 『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号2018年2月16日）等を2019年12月期の期首から適用しており、2018年12月期に係る数値については、当該
会計基準等を遡って適用した後の数値となっています。 

単位：百万円

2016/3 2017/3 2017/12*1 2018/12*2 2019/12

負債の部
　流動負債
　　支払手形及び買掛金 68,905 64,155 61,756 63,320 60,580
　　電子記録債務 47,550 55,922 57,869 62,854 59,847
　　1年内償還予定の社債 — — 10,000 — —
　　短期借入金 77,714 62,789 70,470 46,766 50,965
　　未払法人税等 4,128 4,598 1,697 4,598 3,233
　　繰延税金負債 — 3 0 — —
　　賞与引当金 9,200 9,172 5,460 6,263 6,629
　　役員賞与引当金 311 314 250 344 348
　　完成工事補償引当金 3,889 3,836 3,279 4,873 3,369
　　製品保証引当金 3,506 3,481 4,086 5,118 3,658
　　工事損失引当金 7,748 8,666 10,038 12,374 12,901
　　土地売却費用引当金 254 254 254 254 —
　　その他 36,391 41,022 45,529 51,782 58,547
　　流動負債合計 259,600 254,217 270,691 258,550 260,082
　固定負債   
　　社債 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000
　　新株予約権付社債 19,988 — — — —
　　長期借入金 9,870 21,520 22,161 20,730 18,340
　　繰延税金負債 745 808 1,898 25 504
　　役員退職慰労引当金 160 153 122 116 107
　　訴訟損失引当金 6,457 6,464 6,464 — —
　　退職給付に係る負債 16,681 12,556 11,841 10,681 9,362
　　資産除去債務 1,899 1,969 2,214 2,245 2,401
　　その他 4,011 3,257 2,734 2,464 2,612
　　固定負債合計 69,815 56,730 57,439 46,264 43,328
　負債合計 329,416 310,948 328,131 304,814 303,411
純資産の部   
　株主資本
　　資本金 68,760 78,764 78,815 79,066 79,155
　　資本剰余金 72,691 81,205 81,256 80,296 74,848
　　利益剰余金 102,446 117,883 121,321 135,715 141,675
　　自己株式 (408) (425) (431) (5,439) (174)
　　株主資本合計 243,490 277,428 280,962 289,639 295,504
　その他の包括利益累計額   
　　その他有価証券評価差額金 2,739 2,692 2,564 381 233
　　繰延ヘッジ損益 (12) (1) 10 (57) (24)
　　為替換算調整勘定 5,878 745 2,628 (1,226) (2,891)
　　退職給付に係る調整累計額 (11,080) (9,507) (8,210) (9,096) (9,168)
　　その他の包括利益累計額合計 (2,473) (6,071) (3,007) (9,999) (11,852)
　新株予約権 952 1,361 1,163 1,152 1,132
　非支配株主持分 8,475 4,791 5,668 5,985 7,043
　純資産合計 250,444 277,509 284,788 286,778 291,827
負債純資産合計 579,860 588,457 612,919 591,592 595,239
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連結損益計算書

単位：百万円

2016/3 2017/3 2017/12* 2018/12 2019/12

売上高 486,235 476,104 381,993 509,175 522,424
売上原価 353,344 350,032 285,261 376,021 385,736
売上総利益 132,891 126,072 96,732 133,154 136,688
販売費及び一般管理費
　販売手数料 3,954 3,578 2,503 3,385 3,817
　荷造及び発送費 5,904 5,554 4,575 6,909 6,971
　販売促進費 1,827 1,781 1,620 1,510 1,307
　貸倒引当金繰入額 2,147 447 185 616 (227)
　人件費 40,929 40,584 33,847 43,373 43,664
　賞与引当金繰入額 3,499 3,572 2,106 2,263 2,369
　役員賞与引当金繰入額 291 280 233 324 345
　退職給付費用 1,146 1,380 1,107 1,543 2,007
　役員退職慰労引当金繰入額 40 30 25 34 34
　旅費及び交通費 3,881 3,671 3,253 3,945 3,848
　租税公課 2,183 3,011 2,446 2,931 3,031
　減価償却費 3,819 4,188 3,656 4,704 3,967
　のれん償却額 351 587 416 345 325
　研究開発費 7,632 8,758 7,218 10,698 11,530
　その他 17,271 18,646 15,420 18,087 18,396
販売費及び一般管理費合計 94,879 96,076 78,616 100,672 101,389
営業利益 38,011 29,995 18,115 32,482 35,298
営業外収益
　受取利息 223 216 273 311 335
　受取配当金 489 559 169 752 261
　持分法による投資利益 1,108 796 — 565 749
　その他 535 509 495 1,000 1,447
　営業外収益合計 2,357 2,082 937 2,629 2,794
営業外費用
　支払利息 1,205 1,184 1,136 1,517 1,444
　持分法による投資損失 — — 148 — —
　為替差損 1,845 1,070 49 1,452 657
　その他 846 1,358 1,188 861 419
　営業外費用合計 3,897 3,613 2,523 3,830 2,521
経常利益 36,471 28,464 16,529 31,281 35,571
特別利益
　固定資産売却益 77 409 2,209 401 374
　投資有価証券売却益 380 1,978 1,352 804 713
　土地売却費用引当金戻入額 1,589 — — — —
　出資金売却益 — 289 — — —
　その他 1 — — — —
　特別利益合計 2,049 2,677 3,561 1,205 1,087
特別損失
　固定資産売却損 15 25 176 319 11
　固定資産除却損 99 126 269 827 203
　減損損失 260 — 952 2,627 1,112
　投資有価証券売却損 — 56 33 0 143
　投資有価証券評価損 — 435 103 — —
　出資金評価損 — — — 128 0
　訴訟損失引当金繰入額 6,457 — — 1,257 —
　その他 2 — 1 22 2
　特別損失合計 6,834 645 1,537 5,183 1,473
税金等調整前当期純利益 31,686 30,497 18,554 27,303 35,184
　法人税、住民税及び事業税 9,581 5,546 6,324 7,148 7,268
　法人税等調整額 3,207 3,299 1,908 468 2,777
法人税等合計 12,789 8,845 8,232 7,617 10,045
当期純利益 18,896 21,651 10,322 19,685 25,139
非支配株主に帰属する当期純利益 1,642 1,063 790 1,423 1,789
親会社株主に帰属する当期純利益 17,254 20,587 9,531 18,262 23,349
* 2017年12月期は決算期の変更に伴う9か月間の変則決算です。

連結財務諸表連結財務諸表

連結キャッシュ・フロー計算書

単位：百万円

2016/3 2017/3 2017/12* 2018/12 2019/12

営業活動によるキャッシュ・フロー
　税金等調整前当期純利益 31,686 30,497 18,554 27,303 35,184
　減価償却費 11,610 13,739 11,923 15,266 15,132
　減損損失 260 — 952 2,627 1,112
　有価証券及び投資有価証券売却損益（益） (380) (1,922) (1,318) (803) (569)
　出資金売却損益（益） — (289) — — —
　引当金の増減額（減少） 8,516 744 (2,339) 48 (3,110)
　退職給付に係る負債の増減額（減少） (3,594) (2,242) (3,456) (2,571) (1,009)
　固定資産売却損益（益） (61) (384) (2,032) (81) (362)
　受取利息及び受取配当金 (713) (775) (442) (1,064) (596)
　支払利息 1,205 1,184 1,136 1,517 1,444
　売上債権の増減額（増加） (9,858) 7,344 33,728 (10,674) (8,457)
　たな卸資産の増減額 （増加） (10,071) (9,136) (11,403) (14,854) 1,192
　仕入債務の増減額 （減少） 6,126 3,430 (188) 6,774 (4,963)
　その他の資産・負債の増減額 (5,951) (3,784) 7,634 15,795 373
　その他の損益（益） (1,010) 771 1,049 563 (258)
　小計 27,763 39,175 53,798 39,847 35,111
　利息及び配当金の受取額 716 1,181 1,133 1,064 588
　利息の支払額 (1,264) (1,202) (1,183) (1,529) (1,429)
　法人税等の支払額 (5,686) (5,338) (9,590) (4,771) (7,550)
　営業活動によるキャッシュ・フロー 21,528 33,816 44,157 34,610 26,720
投資活動によるキャッシュ・フロー
　固定資産の取得による支出 (12,498) (21,591) (12,380) (18,570) (28,040)
　固定資産の売却による収入 109 550 2,400 1,738 540
　有価証券及び投資有価証券の取得による支出 (10,846) (8,797) (3,523) (4,578) (3,678)
　有 価証券及び投資有価証券の売却及び償還に
よる収入 11,166 12,086 5,543 5,568 7,115

　定期預金の預入による支出 (1,048) (2,637) (1,982) (1,946) (2,055)
　定期預金の払戻による収入 1,047 1,839 1,906 1,902 2,041
　貸付けによる支出 (317) (117) (19) (155) (101)
　貸付金の回収による収入 459 762 108 167 29
　連 結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得・ 
売却による収支 (2,130) — — — —

　その他 (285) (661) 40 (54) 71
　投資活動によるキャッシュ・フロー (14,344) (18,563) (7,906) (15,927) (24,077)
財務活動によるキャッシュ・フロー
　短期借入金の純増減額 （減少） (1,349) 2,501 7,083 (22,498) 1,874
　長期借入れによる収入 4,678 14,079 3,026 689 2,585
　長期借入金の返済による支出 (5,110) (19,615) (2,078) (2,462) (2,108)
　社債の発行による収入 — — 10,000 — —
　社債の償還による支出 — (22) — (10,000) —
　株式の発行による収入 0 0 0 0 0
　自己株式の処分による収入 0 0 0 — 0
　自己株式の取得による支出 (10) (17) (5) (5,008) (15,004)
　配当金の支払額 (6,623) (5,582) (6,093) (4,575) (5,877)
　非支配株主への配当金の支払額 (465) (458) (4) (414) (687)
　連 結の範囲の変更を伴わない子会社株式及び
出資金の取得による支出 — (5,169) — (1,333) —

　その他 (775) (817) (631) (809) (970)
　財務活動によるキャッシュ・フロー (9,655) (15,102) 11,296 (46,412) (20,188)
現金及び現金同等物に係る換算差額 (1,948) (1,187) 871 (1,324) (346)
現金及び現金同等物の増減額（減少） (4,419) (1,037) 48,419 (29,054) (17,891)
現金及び現金同等物の期首残高 95,604 91,185 90,683 139,102 110,556
連 結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の
増減額（減少） — 536 — 507 686
現金及び現金同等物の期末残高 91,185 90,683 139,102 110,556 93,351
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拠点マップ
（2019年12月31日現在）

中国・四国
● 株式会社荏原製作所（支社・支店・営業所）：総数7　□△
● 株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数2　□△

● 風水力事業
● 環境プラント事業
● 精密・電子事業

□ 営業
◇ 製造・エンジニアリング
△ S&S
○ その他（コーポレート機能など）

* 非連結子会社

九州・沖縄
● 株式会社荏原製作所（支社・支店・営業所）：総数7　□△
● 株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数4　□△

● 株式会社荏原製作所（鈴鹿事業所）　◇△
● 株式会社荏原風力機械　□◇△

中部
● 株式会社荏原製作所（支社・支店・営業所）：総数9　□△
● 株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数3　□△
● 中部リサイクル株式会社　□△

関東
●  株式会社荏原製作所 
（支社・支店・営業所）：総数19　□△
●  株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数2　□△

北陸
●  株式会社荏原製作所 
（支社・支店・営業所）：総数5　□△

● 株式会社荏原製作所（袖ヶ浦事業所）　□◇△
● 株式会社荏原エリオット　□◇△
● 株式会社イースクエア　○
　 株式会社イー・シー・イー*　□◇

東北
●  株式会社荏原製作所 
（支社・支店・営業所）：総数8　□△
●  株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数3　□△

● 株式会社荏原電産　□◇△
● 荏原バイロン・ジャクソン株式会社　□△
● 荏原冷熱システム株式会社　□◇△
● トータルサービス株式会社　△
● 荏原環境プラント株式会社　□◇△○
● 水 ing株式会社*　□◇
● 株式会社荏原フィールドテック　□△
　 株式会社荏原湘南スポーツセンター　○
　 株式会社荏原エージェンシー　○
　 荏原マイスター株式会社　○
 　荏原アーネスト株式会社*　○

●●● 株式会社荏原製作所（藤沢事業所）　□◇△

● 株式会社荏原製作所（富津事業所）　◇△

● 株式会社荏原製作所（室蘭事務所）　○

北海道
●  株式会社荏原製作所 
（支社・支店・営業所）：総数4　□△

● 株式会社荏原製作所（熊本事業所）　◇△

近畿
● 株式会社荏原製作所（支社・支店・営業所）：総数10　□△
● 株式会社荏原フィールドテック国内サービス拠点：総数1　□△

東アジア
●　 西安荏原精密機械有限公司　□△
●　 荏原機械（中国）有限公司　□◇△
●　 挨理奥特机械設備維修服務（天津）有限責任公司　△
●　 合肥荏原精密機械有限公司　□△
●　 荏原機械淄博有限公司　□◇△
●　 荏原電産（青島）科技有限公司　□◇△
●　 荏原機電（昆山）有限公司　◇△
●　 嘉利特荏原泵業有限公司　□◇△
●　 青島荏原環境設備有限公司　□◇△
●　 荏原冷熱システム（中国）有限公司　□◇△
●　 烟台荏原風机有限公司*　◇
●　 上海荏原精密機械有限公司　□△
●　 台湾荏原精密股份有限公司　□△
●　 台湾荏原艾利特機械股份有限公司　△
●　 台湾荏原電産股份有限公司　□◇△
●　 Ebara Fluid Machinery Korea Co., Ltd.　□△
●　 Elliott Korea Co., Ltd.　□△
●　 Ebara Precision Machinery Korea Incorporated　□△

北米
　　 Ebara America Corporation　○

●　 Ebara Technologies Incorporated　□△

●　 EBARA PUMPS AMERICAS CORPORATION　□△

●　 Elliott Company　□◇△

●　 Elliott Overseas Corporation　○

●　 Elliott Turbomachinery Canada, Inc.　△

中南米
●　 Elliott Turbomachinery S.A. de C.V.　△

●　 Elliott Turbocharger Guatemala, S.A.　△

●　 Ebara Bombas Colombia S.A.S.　□△

●　 EBARA BOMBAS AMÉRICA DO SUL LTDA.　□◇△

●　 Elliott Ebara Servicos para Equipamentos Rotativos Ltda.　□△

●　 ELLIOTT SERVICE COMPANY S.A.　△

欧州
●　 EBARA PUMPS IBERIA, S.A.　□◇　
●　 Elliott Turbomachinery Limited　□△
●　 Elliott Turbomachinery S.A.　□△
●　 Ebara Precision Machinery Europe GmbH　□△
●　 Ebara Pumps Europe S.p.A.　□◇△
●　 Sumoto S.r.l.　□◇△
●　 Ebara Pompy Polska sp. z o.o.　□
●　 EBARA Pumps RUS Limited Liability Company　□△

アフリカ
●　 EBARA PUMPS SOUTH AFRICA（PTY）LTD　□△

中東・南アジア
●　 ELLIOTT GAS Services Saudi Arabia Limited　□△
●　 EBARA PUMPS SAUDI ARABIA LLC*　□△
●　 Elliott Ebara Middle East Maintenance S.P.C　△
●　 Ebara Pumps Middle East FZE　□△
●　 Elliott Ebara Turbomachinery India Pvt. Ltd.　□△

東南アジア・オセアニア
●　 Ebara（Thailand）Limited　□△
●　 Ebara Thermal Systems（Thailand）Co., Ltd.　□△
●　 Ebara Pumps Malaysia Sdn. Bhd.　□△
●● Ebara Engineering Singapore Pte. Ltd.　□△
●　 Elliott Ebara Singapore Pte. Ltd.　□△
●　 PT. Ebara Indonesia　□◇△
●　 PT. Ebara Turbomachinery Services Indonesia*　△
●　 Ebara Vietnam Pump Company Limited　□◇△
●　 Ebara Pumps Philippines, Inc.　□◇△
●　 Ebara Pumps Australia Pty. Ltd.　□△
●　 Ebara Densan（Taiwan）Samoa Mfg. Co., Ltd.　○

拠点マップ

● 海外拠点



株価及び出来高の推移* ■ 株価（左軸）　■ 出来高（右軸）  

   （円）  （千株）
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2019/122017/42016/4 2017/12 2018/12

単位：円
16/3* 17/3* 17/12 18/12 19/12

期末株価 2,350 3,635 4,295 2,471 3,325
高値 3,215 3,700 4,725 4,745 3,500
安値 2,090 2,806 2,964 2,293 2,321
出来高（百万株） 219 187 129 133 127

16/3* 17/3* 17/12 18/12 19/12
株価収益率（PER）（倍） 12.7 17.0 45.8 13.7 13.8
株価純資産倍率（PBR）（倍） 0.9 1.4 1.6 0.9 1.1
発行済株式総数（千株） 93,209 101,736 101,783 101,957 95,129
期末時価総額（百万円） 219,041 369,811 437,159 251,938 316,307
* 2016年10月1日付実施の株式併合（5株につき1株の割合で併合）に伴う影響を加味して再計算しています。

2010年3月末の投資パフォーマンスを100とした配当込みの株価と株価指数の推移  
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■ 荏原*　■ TOPIX　■ TOPIX（機械）
（注） 上記グラフは、2010年3月末に投資を行った場合の2019年12月末時点までの配当と株価を加味した投資収益率を示しています。荏原製作所の株価に配当を加えた投資パフォー

マンスについて、2010年3月末の投資額を100として指数化しています。比較指標であるTOPIXと、TOPIX（機械）配当込みのデータを使用し、同様に指数化しています。
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会社情報

商号： 株式会社 荏原製作所 

創業年月： 1912年11月 

本社住所： 〒144-8510  
 東京都大田区羽田旭町11-1 

電話：  03-3743-6111 

ウェブサイト： https://www.ebara.co.jp 

資本金： 79,155百万円 

従業員数（連結）： 17,080名 

ESG関連の外部評価

当社は各種ESG評価機関より国内外のESGインデックスの構成銘
柄に選定されています。

会社情報／株式情報
（2019年12月31日現在）

（注）  株式会社荏原製作所のMSCIインデックスへの組み入れや、MSCIのロゴ、商標、サービ
スマークやインデックス名の使用は、MSCIまたはその関係会社による株式会社荏原製作
所の後援、宣伝、販売促進ではありません。MSCIインデックスはMSCIの独占的財産で
す。MSCI及びMSCIインデックスの名称とロゴは、MSCIまたはその関係会社の商標また
はサービスマークです。

過去10年間（会計年度）の株主総利回り（TSR）   

銘柄名 1年間 3年間 5年間 10年間

荏原* 37.0% (4.0)% 42.4% 58.6%

TOPIX 18.1% 20.6 % 23.4% 126.7%

TOPIX（機械） 25.4% 16.1 % 23.1% 133.9%

株式情報

証券コード： 6361

発行済株式数： 95,129,853株
株主数：  20,551名
上場証券取引所：  東京
単元株式数：  100株
株主名簿管理人：  三井住友信託銀行株式会社 

東京都千代田区丸の内1-4-1

独立監査人： EY新日本有限責任監査法人
主な採用株価指数： 日経225

大株主

株主名 持株比率
（%）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 10.4
いちごトラスト・ピーティーイー・リミテッド 10.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 7.0
THE BANK OF NEW YORK MELLON 140042 4.3 
NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE SILCHESTER  
INTERNATIONAL INVESTORS INTERNATIONAL  
VALUE EQUITY TRUST 2.5
HSBC TRINKAUS AND BURKHARDT AG RE: DE-CLTS  
A/C RE AIF 2.0
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口5） 1.8
JP MORGAN CHASE BANK 385151 1.6
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口7） 1.6
J.P. MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 1300000 1.5

（注）  持株比率は、自己株式を控除して計算しています。

所有者別株式分布

国連グローバル・コンパクトへの署名
2009年6月30日付で国連グローバル・コンパクトに署名しました。当
社グループは、国連グローバル・コンパクトの10原則の実践と継続的
な改善を図ります。本報告書にて、「人権」「労働」「環境」「腐敗防止」
に関する状況をご確認ください。

会社情報／株式情報

 証券会社 2.9%

  個人・その他 
11.6%

  自己株式 0.0%

   外国人 
48.7%

  その他国内法人 
3.3%

  金融機関   
33.5%




